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農業は人力、畜力による農作業から機械に代わり、近年は ICT を活用するスマート農業の段階

にある。農業機械には RTK-GPSが搭載され、自動操舵、可変施肥、可変農薬散布などに用いられ

ている。最近は２周波 RTK モジュール（例えば、u-blox社、ZED-F9P）が登場し、さらに安価に

利用可能となった。収量、施肥量等のデータと位置データから収量や施肥量の 2 次元分布を可視

化できる。さらにセンサネットワークによる定点測定やドローンによる高頻度撮影によって長期

間にわたる時系列データも収集可能になった。従来の「経験と勘に基づく農業」は「ビッグデー

タに基づくデータ駆動型農業」になりつつある。今後は、栽培技術の改善、新品種の開発（育種）

などにもビッグデータが広く利用され、農業の加速度的進化が予想される（図１）。ただし、植物

の形質に関する計測（植物フェノタイピング）は研究開発途上にあり、「具体的に何をどのように

計測すれば良いか？」が重要な基礎的研究テーマである。 

従来のセンサネットワークは少量のセンサデータを少ない消費電力で伝送するタイプが主流で

あり、LPWA（低消費電力無線通信）と小電力エナジーハーベスト（太陽電池、温度差発電等）

との組み合わせからなる。しかし、これは、「どのようなセンサで何を測定すれば良いか？」が既

知であり、少数のデータで問題解決できる用途に限られる。作物は気温等環境要素の他、雑草、

微生物、害虫、鳥獣害などの影響も受けており、実際の問題解決には多様かつ膨大なデータが必

要とされる。そのため、ビッグデータの自動収集、大電力エナジーハーベスト、大容量データス

トア、大規模データ処理を現場で行う必要がある（図２）また、フェノタイピングには新センサ

開発のレベルからも取り組む必要があり、多分野との連携が不可欠である。 

本報告は，JST, CREST, JPMJCR1512（フィールドセンシング時系列データを主体とした農業ビ

ッグデータの構築と新知見の発見）及び JST AIP加速（ビッグデータ駆動型 AI農業創出のための

CPS基盤の研究）の支援を受けたものである。 

   

       図１ 農業の変遷     図２ 現場でビッグデータを収集・保存・解析 
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